
『
正
法
眼
蔵
』
成
立

の
諸
問
題
 
(四
)

-
6
0
巻

本

『
正
法
眼
蔵
』
を
邊

つ
て
田
-

河

村

孝

道

(
一
)
 
永
平

『
正
法
眼
蔵
』
に
は
種

々
の
編
輯
本
が
存
在
し
て
い
る
。

(
1
)

『
正
法
眼
蔵
』
は
9
5
巻の
編
成
と
い
う
の
が
通
説
で
あ

つ
た
が
、
古
写

本
類
の
発
見

・
紹
介
等
に
伴

つ
て

『
正
法
眼
蔵
』
の
編
集
謄
写
の
歴
史

も
次
第
に
解
明
さ
れ
、
現
今
で
は
書
誌
学
的

・
成
立
史
的
研
究
の
上
か

ら

一
応
7
5
巻本
及
び
1
2
巻本
正
法
眼
蔵
を
も

つ
て
道
元
禅
師
の
親
輯
編

(
2
)

成
本
と
し

て
定
説
化
し
つ
均
あ
る
。
尤
も
、

そ
の
7
5
巻本

の
編
成
は
孤

雲
懐
舞

で
あ
る
と
い
う
、
曾
て
曹
洞
宗
門
中
古
時
代
に
於
い
て
論
じ
ら

(
3
)

れ
た
懐
舞
編
集
説
を
再
唱
し
て
い
る
説
も
あ
る
。
私
自
身
は
、
1
2
巻本

(
4
)

の
存
在
に

つ
い
て
は
尚
研
究

の
余
地
を
残
し
、
具
つ
7
5
巻本
も
本
文
の

批
判
的
研
究
 
(
証
本

の
定
本
化
)
 と
い
う
検

討

の
余
地
を
残
し

つ
つ

も
、
併
し
な
が
ら
7
5
巻
・
1
2
巻本

の
道
元
禅
師
親
輯
説
を
肯
う
に
吝

で

は
な
い
。
併
し
尚
、

そ
の
成
立

・
編
成
に
つ
い
て
は
未
解
明
の
問
題
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
其
等

の
内

の
一
つ
と
し
て
是
処
で
取
り
上
げ
た

い
問
題
は
、
7
5
巻
・
1
2
巻本
と
共
に
宗
門
上
古
時
代
に
編
集
々
成
さ
れ

た
と
す
る
6
0
巻本
の
存
在
に
就
い
て
で
あ
る
。
是
処
に
は
此
の
6
0
巻本

の
存
在
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
思
想
的
内
容
面
か
ら
の
考
察
は
暫
く
措

い
て
、
書
誌
学
的

・
成
立
史
的
見
地
よ
り
そ
の
編
集
の
位
置
づ
け
を
問

題
と
し
、
7
5
巻
・
1
2
巻
本
と
6
0
巻本
と
の
未
解
明

の
両
本
の
関
係
に
つ

い
て

一
つ
の
可
能
的
な
視
点
を
提
起
し
て
み
た
い
。
勿
論
、
あ
く
ま
で

も
問
題
提
起
で
あ
つ
て
問
題
解
決

へ
の
原
資
料
を
欠
く
現
在
に
在

つ
て

は
、
そ
の
解
決
に
当
つ
て
は
能
う
限
り
の
可
能
的

な
問
題
を
提
起
し
、

そ
れ
を
吟
味
し
て
求
心
的
に
事

の
真
相
を
明
か
し
て
ゆ
く
外
な
い
。
本

論
は
斯
様
な
流
動
的
見
地
に
立
つ
所
論
で
あ
る
事

を
予
め
断
つ
て
お
き

た
い
。

(
二
)
 
従
来
、

6
0
巻本
は
、
第

一
次
編
輯

の
7
5
巻本
中

の
五
十
巻
を
主

要
枢
軸
と
し
て
永
平
義
雲
に
依
り
新
た
に
6
0
巻に
編
成
さ
れ
た
も
の
で

(
5
)

あ
る
と
い
う
の
が
そ
の
通
説
と
な

つ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
編
成
の
縁

由
に
就
い
て
は
、
(
1
)
回
禄
据
拾
説
、
(
2
)
官
本
説
、
(
3
)
意
図
的
編
成
説
、
の

大
要
三
通
り
の
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

先
ず
(
1
)
に
就
い
て
は
、
回
禄

(
6
)

が
歴
史
的
事
実
で
は
な
い
事
、

ま
た
義
雲
自
身
は

弘
安

二
年
 
(
一
二
七

『
正
法
眼
蔵
』
成
立

の
諸
問
題
 
(
四
)
 (
河

村
)
 

一
九
九
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『
正
法
眼
蔵
』
成
立
の
諸
問
題
 
(
四
)
 (
河

村
)
 

二
〇
〇

九
)
二
十
四
歳
頃
よ
り

『
正
法
眼
蔵
』
の
書
写
に
着
手
し
て
い
る
と

い

(
7
)

う
事
実
に
徴
す
れ
ば
、
宝
慶
寺
よ
り
永
平
寺
在
住
中
に
至
る
ま
で
に
は

相
当
数
の
書
写
を
成
し
得
て
い
た
こ
と
等
よ
り
考
え
る
時
、
灰
儘
中
よ

り
6
0
巻を
据
拾
し
編
成
し
た
と
考
え
る
事
は
、
容
易
に
は
肯
い
難
い
。

(
2
)
に
就
い
て
は
、
義
雲
が
永
平
寺
在
住

中

に
朝
廷

よ
り

『
正
法
眼

蔵
』
奉
呈

の
勅
命
に
依
つ
て
、
7
5
巻中
よ
り
他
宗
を
誹
諦
す
る
巻
を
省

い
て
6
0
巻に
編
成
し
呈
上
し
た
と
す
る
説

で
あ
る
。
是
れ

に
就

い
て

は
、
「
泉
福
寺
塔
頭
普
門
院
常
住
」
の
6
0
巻本
を
寛
延
三
年
 (
一
七
五
〇
)

(
8
)

に
書
写
し

た
古
写
本

一
本
に
は
、
各
冊
毎
に

「
官
本
六
十
巻
」
の
識
語

の
存
す
る
事
実
よ
り
し
て
、
官
本
説
は
無
碍
に
は
否
定
出
来

な

い
説

で
、
今
後
に
検
討
す
べ
き
問
題
を
残
し
て
い
る
。
尤
も
、

6
0
巻本
の
原

(
9
)

本
に
最
も
近
い
と
さ
れ
る
洞
雲
寺
蔵

・
金
岡
本
及
び
6
0
巻本
系
の
諸
種

(
1
0
)

古
写
本
中
に
は

「
官
本
」

の
記
事
は
な
い
。
ま
た
官
本
説
の
出
拠
と
見

ら
れ
る
面
山
瑞
方
の

『
正
法
眼
蔵
現
成
公
案
聞
解
』
の
註
記
で
は
、
60

巻
撰
集

の
理
由
を
敷
命
に
依
る
も
の
と
言
う
に
対
し
て
、
同
じ
く
万
偲

は
其
著

『
正
法
眼
蔵
諫
憲
録
下
』
第
十
二
葛
藤
補
闘
録
に
は
京
師
の
官

家
よ
り
請

わ
れ
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
縁

由
に
統

一
性
を
闘

い
て
い

る
。
仮
り
に
官
本
説
を
認
め
た
と
し
て
も
、
既
に
道
元
禅
師
自
身
に
依

り
編
輯
体
系
化
せ
ら
れ
て
あ
る

『
正
法
眼
蔵
』
を
、
例

え
勅

命
に
し

ろ
、
官
家

の
請
に
し
ろ
、
義
雲
自
ら
が
自
己
の
恣
意
を
以
つ
て
取
捨
し

別
体
系
の

『
正
法
眼
蔵
』
を
編
成
す
る
な
ぞ
と
言
う
事
が
あ
り
得
る
で

(1
1
)

あ
ろ
う
か
。
『
義
雲
語
録
』
を
通
し
て
窺
わ
れ
る
義
雲
の
人
柄

か
ら

し

て
も
其
様
な
事
は
到
底
肯
い
得
な
い
。
ま
た
、
世

間

へ
憧
る
所
あ
る
も

の
を
省
い
て
6
0
巻を
撰
集
し
た
と
い
う
理
由
に
就

い
て
み
て
も
、
例
え

ば
第
四
十
六

・
無
情
説
法
、
第
四
十
七

・
見
仏
等

の
よ
う
に
臨
済

・
徳

山

・
雲
門

へ
の
誹
諺
の
箇
処
の
削
除
さ
れ
ざ
る

巻

も
あ
る
。

と
す

れ

ば
、
6
0
巻官
本
説
の
根
拠
は
些
か
薄
弱
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
(
3
)

に
つ
い
て
は
、
6
0
巻の
巻
目
数
字
は
道
元
禅
師
が
7
5
巻の
体
系
を
為
す

に
当
つ
て
巻
目
数
字
の
組
替
え
を
行
な
つ
た
所

よ
り
成
立
せ
る
も

の

で
、
道
元
禅
師
在
世
当
時
よ
り
あ

つ
た
も
の
で
、
義
雲
は
そ
の
巻
目
数

字
に
従

つ
て
6
0
巻を
ま
と
め
、

そ
の
際
、
師
の
寂
円
に
伝
わ
る

『
法
華

転
法
華
』
『
四
摂
法
』
『
帰
依
三
宝
』
等
の
巻
目
を
加
え
て
編
成
し
た
と

(1
2
)

す
る
意
図
的
編
集
説
で
あ
る
。
是
れ
は

一
面
妥
当
性
を
有

つ
半
面
、
是

処
で
も
ま
た
素
朴
な
疑
問
と
し
て
、
何
故
に
道
元
禅
師
の
意
図
的
体
系

的
編
集
本
を
無
視
し
て
ま
で
別
に
6
0
巻を
編
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

つ
た
の
か
、
と
問
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
此
外
に
当
時
の
社
会
的
情
勢
に

原
因
を
も
と
め
て
、
永
興
寺

・
大
乗
寺
・
永
光
寺
等
に
『
正
法
眼
蔵
』
75

帖
本
等
を
照
会
据
拾
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
事
情
よ
り
6
0
巻の
据
拾
集

(1
3
)

成
と
な
つ
た
と
す
る
説
、
或
は
寂
円
の
道
元
禅
師
下
に
於
け
る
位
置
及

び
そ
の
思
想
的
背
景
よ
り
寂
円
乃
至
そ
の
嗣
子
義

雲
に
由
来
す
る
も
の

(1
4
)

と
し
て
6
0
巻本
編
成
の
思
想
的
特
異
性
を
見
ん
と
す
る
説
、
更
に
は
75

巻
本
と
6
0
巻本
と
の
巻
目
列
次
及
び
内
容
の
比
較
対
照
よ
り
前
者
を
出

(
1
5
)

家
道
的
説
示
、
後
者
を
在
家
的
説
示
と
見
る
説
等
、
種

々
の
推
論
が
な

さ
れ
て
い
る
。
是
等
の
説
は
そ
れ
ぞ
れ
に
充
分
な
吟
味
を
経
て
そ
の
真
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偽
が
明
か
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
際
に
心
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
寂
円
は
道
元
禅
師
を
慕

つ
て
来
朝

(
1
6
)
し
、
道
元
禅
師
の
入
寂
ま
で
そ
の
膝
下
に
あ

つ
て
師
事
し
、
寂
後
は
懐

弊
に
嗣
法
し
て
後
に
弘
長
元
年
 (
一
二
六
一
)
 永
平
寺
を
去

つ
て
宝
慶
寺

に
入
る
ま

で
約
三
十
五
年
間
、
道
元

・
懐
弊
下
に
あ

つ
た
事
、
従
つ
て

例
え
語
学

的
な

ハ
ン
デ
ィ
が
あ

つ
た
と
し
て
も
当
然
道
元
禅
師
に
依
る

7
5
巻本
、

1
2
巻本
の
親
輯
体
系
化
の
作
業
及
び
其
等

の
存
在
を
知
ら
ぬ

筈
は
な
い
。
道
元
禅
師
自
身
に
於

い
て
は
、
既

に
真
字

『
正
法
眼
蔵

(三
百
測
)
』
に
見
ち
れ
る
如
く
、
早
く
よ
り

『
正
法
眼
蔵
』
撰
述

の
意

(1
7
)

図
は
あ

つ
た
。
更
忙
ま
た
、
道
元
禅
師
在
世
時
及
び
寂
後

の
原
始
僧
団

瓦
於
い
て
、
果
し
て
後
に
臆
測
す
る
如
き
寂
円

懐
舞
。

詮
慧
。
」義
倹

等

の
思
想
的
対
立
が
あ
り
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
各

々
の
人
物
に
於
け
る

性
格
的
な
事
は
曹
く
措
い
て
、
道
元
禅
師

を
中
心
と
す
る
宗
教
-

「
正
伝

の
仏
法
」
化
於
け
る
思
想

・
信
仰

の
受
用
と

い
う
面
に
於

い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
上
足
間
に
於
い
て
正

・
異
の
葛
藤
が
あ
り
え
た
か
否

(
1
8
)

か
は
充
分

に
冷
静
具
つ
客
観
的
な
研
究
を
俊
た
ね
ば
な
ら

な
い
。
「
寂

円

・
義
雲
を
中
心
と
す
る
宝
慶
寺
系
は
、
懐
舞

・
義
演
を
中
心
と
す
る

永
平
寺
系

と
は
別
箇
に
六
十
巻
を
も

つ
て

『
眼
蔵
』
の
大
宗
と
し
、
寂

(
1
9
)

円
派
の
宗
乗
的
位
置
を
確
立
し
て
、
義
介
系
の
道
元
門
下
に
臨
ん
だ
」

と
さ
れ
る
対
派
的
な
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
6
0
巻本
正
法
眼
蔵

の
宗

旨
之
な

一
体
何
で
あ
ゐ
の
か
。
そ
れ
が
若
し
も
前
掲
の
説
の
如
き
7
5
巻

本
起
対
し

て
対
在
家
蘭
示
衆
傾
向
を
有
つ
も
の
と
す
ゐ
な
ら
ば
、
寂
円

(2
0
)

の
宗
風
よ
り
し
て
到
底
肯
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

確
か
に
6
0
巻本
正
法

眼
蔵
は
寂
円

・
義
雲
系
に
伝
わ
つ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
果
し
て
そ
れ

は
寂
円
ま
た
は
義
雲
に
依
る
意
図
的
編
成
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
と

も
そ
の
編
成
は
更
に
遡
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
三
)
 
6
0
巻本

の
存
在
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
成

立
編
輯

の
論
議

・
視
点
を
離
れ
て
改
め
て
眺
め
て
み
る
時
、
従
来
安
易

に
看
過
ご
し
て
い
る
全
く
基
本
的
な
事
柄
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
例
え
ば

6
0
巻本
が
義
雲

の
編
成
で
あ
る
と
い
う
伝
承
に
し
て
も
、
,
 
併
し
乍
ら
上

述

の
如
く
義
雲
は
寂
円
に
随
侍
し
て
若
く
し
て

『
正
法
眼
蔵
』

の
書
写

に
着
手
し
て
い
る
が
、
そ
の
書
写
の
巻
目
は
後
の
撰
述
で
あ
る

「
正
法

眼
蔵
品
目
頗
」
と
共
に
い
ず
れ
も
6
0
巻本
の
巻
目

で
あ
る
こ
と
か
ら
し

て
、
6
0
巻本
が
義
雲
已
前
の
編
成
で
あ
る
事
に
容
易
に
想
到
し
得
る
。

然
も
、
寂
円
に
し
ろ
懐
舞
に
し
ろ
道
元
禅
師
の
撰
述
の
逐

一
、
及
び
そ

の
体
系
的
編
成
を
身
近
に
侍
し
て
知
悉
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
事
か
ら
す

れ
ば
、
彼
等
が
自
か
ら
の
恣
意
で
以
つ
て
別
編
成
す
る
と
い
う
如
き
事

は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
編
成
者
は
結
局
道
元
禅
師

の
手
裡
に
ま
で
遡
源
し
帰
着
す
る
事
と
な
る
。

抑
々
義
雲
6
0
巻本
編
集
説
の
論
拠
は

『
義
雲
録
』
下
巻
の
、
嘉
暦
四

年
 
(
一
三
二
九
・
元
徳
元
年
)
 に
撰
述
し
た

「永
平
正
法
眼
蔵
品

目
頗
蚊

序
」
の

一
篇
に
由
来
し
て
い
る
。
そ
の
品
目
列
次
を
直
ち
に
頽

・
序
と

共
に
義
雲
の
撰
述
と
速
断
し
た
所
に
発
し
た
説
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が

速
断
で
あ
る
事
は
、
既
述
の
如
く
義
雲
が
寂
円
に
参
随
し
て
6
0
巻本
の

『
正
法
眼
蔵
』
成

立
の
諸
問
題
 
(
四
)
 (
河

村
)
 

二
〇

一
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『
正
法
眼
蔵
』
成
立

の
諸
問
題
 
(
四
)
 (
河

村
)
 

二
〇
二

『
正
法
眼
蔵
』
を
書
写
し
て
い
る
事
、

そ
し
て
そ
の

「品

目
頗
」
の

「
序
」
を
仔
細
に
検
す
れ
ば
自
ず
と
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
即

ち
そ
の

「
序
」
に
は

正
法
眼
蔵

密
伝
密
附

古
之
与
レ今

嫡
仏
嫡
祖

永
平
元
祖
入
宋

穿
二

墾
五
葉
之
根
幕
一帰
朝

能
為
二
一
天
之
蔭
涼
一

戒
熟
婆
心

以
二和
字
一柔
二

漢
語
一

奇
妙
善
巧

令
四人
不
三累
二文
言
一

如
二石
含
ワ玉

似
二地
摯
ワ山

柳
綴
二卑
語
一
述
二其
大
旨
一耳

後
昆
此
八
字
不
二打
開
一

妙
心
源
未
二通

徹
一

一
大
蔵
教

少
林
妙
訣

夢
也
未
レ見
在
 
。

嘉
暦
四
年
仲
夏

曾
孫
永
平
老
柄
義
雲
謹
序

と
あ
る
。
永
平
元
祖
に
依
つ
て
和
字
を
以
つ
て
示
さ
れ
た
正
法
眼
蔵

テ

ヲ

に
、
そ
の
各
品
目
に
い
ま
自
分
は

「綴
二卑
語
こ

碩
を
付
し

て

「
述
ニ

ノ

ヲ

其
大
旨
二

べ
て
是
れ
に
序
を
付
し
た
、

と
い
う
の
が
序

の
真
意

で
あ

る
。
是
処
に
は
何
処
に
も
品
目
列
次
番
号

の
編
成
を
為
し
た
事
は
述

べ

て
な
く
、

む
し
ろ
文
意
は
既
に
存
在
す
る
和
字

正
法
眼
蔵
-
そ

れ
は

明
ら
か
に
6
0
巻正
法
眼
蔵
を
指
標
す
る
-
の

各
品

目
の
大
旨

を
述

べ
た

と
い
う
事
を
謙
虚
に
序
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
幾
つ
か
の
例
証
を

挙
げ
て
見
様
う
。
(
1
)
十

二
巻
本
正
法
眼
蔵

『
八
大
人
覚
』
巻

の
懐

舞
の
識
語
-
「
師

以
前
所
撰
仮
名
正
法
眼
蔵
等
皆
書
改
井
新
草
具
都

盧

一
百
巻
可
レ
撰
レ之

云
々
」
の
語
は
、
通
常
は
新
草
1
2
巻本
に
対
し
て

旧
草
7
5
巻本
を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
是
れ
を
6
0
巻本

の
名

目
 
(
7
5
巻本
中
共
通
巻
目
五
十
巻
、
同
じ
列
次
番
号
よ
り
な
る
も
の
三
十
二
種
)

ま
で
を
も
含
め
て
、

一
百
巻
撰
述
の
意
図
を
有

つ
て

「
書
改
メ
」

の
修

訂
が
行
な
わ
れ
、
7
5
巻
・
1
2
巻
正
法
眼
蔵

へ
と
改
め
て
体
系
組
織
さ
れ

て
い
つ
た
事
を
物
語
る
識
語
と
し
て
見
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
7
5
巻
・

1
2
巻本
と
6
0
巻本
と
そ
の
本
文
の
比
較
考
察
を
通

し
て
み
る
時
、

6
0
巻

本
は
前
半
が
第

一
義
諦
的
示
衆
面
、
後
半
が
第

二
義
諦
的
示
衆
面
 
(勝

義
諦
的
宗
教
理
念
の
極
相
の
開
示
の
み
で
は
な
く
、
是
れ
を
実
践
的
に
乃
至
は

(
2
1
)

対
機
的
に
敷
術
化
し
た
も
の
と
い
う
意
味
に
於
い
て
の
謂
で
あ
る
)
 と
の
混
在

的
性
格
を
も
つ
巻
目
数
よ
り
編
成
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
7
5
巻
・
1
2

巻
本
は
7
5
巻本
が
第

一
義
諦
的
立
場
よ
り
の
根
本
宗
旨

の
示
衆
品
目
よ

り
編
成
さ
れ
、
然
し
て
1
2
巻本
は
所
謂
6
0
巻本

の
後
半

の
第
二
義
諦
的

巻
目
が
分
離
さ
れ
て
そ
れ
が
編
成
さ
れ

て
い
る

や
に
見
得
る
。

つ
ま

り
、
7
5
巻本
は
多
分
に
6
0
巻本

の
混
在
性

を
整

理
し
て
第

一
義

諦
的

「正
伝
の
仏
法
」
の
理
念
の
体
系
組
織
化
で
あ
り
、

1
2
巻本
は
そ
の
具

体
的
実
践
態
、
乃
至
は
第
二
義
諦
的
応
機
的
説
示
の
組
織
化
の
性
格
に

立
つ
も
の
と
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
若
し
も
是
れ
を
逆
に
7
5
巻
・
1
2
巻

本
と
を
改
め
て
6
0
巻と
し
て
合
揉
編
成
し
た
も

の
と
す
れ
ば
、
親
輯
本

を
無
視
し
て
ま
で
も
果
し
て
何
人
が
何
の
目
的

で
再
編
成
な
ぞ
為
し
得

る
で
あ
ろ
う
か
。
道
元
禅
師
が
7
5
巻を
体
系
組
織
す
る
に
際
し
て
組
替

え
を
し
て
省
い
た
諸
巻
を
後
に
義
雲
は
そ
の
数
字
に
随

つ
て
編
集
し
、

是
れ
に
、
寂
円
に
伝
わ
る

『
法
華
転
法
華
』
『
四
摂
法
』
を
合
し

て
60

(2
2
)

巻
を
集
成
し
た
と
す
る
説
に
し
て
も
、
そ
れ
な
ら
ば
7
5
巻と
同
巻
目

・

同
列
次
の
も
の
が
五
十
巻
乃
至
は
三
十
二
種
も
存
す
る
の
は
何
故

で
あ

る
の
か
。
仮
り
に
集
成
し
得
た
と
し
て
も
、
師

の
寂
円
か
ら
も
道
元
禅
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師
の
親
輯
本
の
存
在
乃
至
は
親
輯
作
業
の
事
を
聞
い
て
知
ら
ぬ
筈
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
7
5
巻本
が
永
興
寺
詮
慧

・
経
豪
に
伝
来
し
た
と

同
様
に
寂
円
に
も
勿
論
書
写
伝
来
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
う
。

に
も
不

拘
6
0
巻本
が
義
雲
に
依
り
書
写
伝
来
し
た
と
い
う
事
は
、
正
に
其
事
に

こ
そ
却

つ
て
6
0
巻本
は
、
道
元
禅
師
の
手
裏
に
於
い
て
最
初
に

『
正
法

眼
蔵
』
の
撰
述
と
そ
の
編
成
化
が
意
図
さ
れ
て
未
輯
成
の
儘
に
漸
が
て

7
5
巻
・
1
2
巻
本

へ
と
種

々
な
る
組
替
え
の
上
に
編
成
体
系
化
さ
れ
て
行

つ
た
そ
の
前
段
階
的
未
輯
成
本
と
も
言
う

べ
き
性
格
と
し
て
あ
り
、
寂

円
は
道
元
禅
師
の
最
初
の

『
正
法
眼
蔵
』
と
し
て
是
を
珍
重
し
護
持
し

て
い
た
も

の
と
見
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
寂
円
乃
至
は
そ
の
室
中
に
伝

わ
る
6
0
巻本
は
、
正
に
そ
の
和
字

『
正
法
眼
蔵

』
と
し
て
の
原
初
態

(内
容
的
に
も
成
立
史
的
に
も
)
 と
も
言
わ
る
べ
き
、
そ
れ
な
る
が
故

に

寂
円
に
よ
り
護
持
伝
来
さ
れ
た
も

の
と
は
言
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

然
も
ま
た
、
7
5
巻に
漏
れ
た
諸
巻
が
新
た
に
1
2
巻本
へ
と
編
成
さ
れ
て

い
つ
て
い
る
事
実
か
ら
し
て
、
そ
れ
で
も
猶
敢
て
6
0
巻を
集
成
す
る
動

機
が
果
し

て
存
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
然
し
て
新
草
1
2
巻正
法
眼
蔵
は
完

結
し
た
編
集
で
は
な
く
、
業
半
ば
に
し
て
止
む
を
得
ず
筆
を
折
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
懐
舞
の
言
を
借
り
れ
ば
、
種

々
の
修
訂
が
施
さ
れ
る
可

き
も
の
で
あ
る
に
も
不
拘
未
だ
中
書

・
清
書
等
に
及
ば
ざ
る
も
の
も
多

分
に
存
す
る
の
で
あ
り
、
所
謂
7
5
巻
・
1
2
巻親
輯
本
中
に

『
法
華
転
法

華
』
『
四
摂
法
』
が
編
入
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
も
何
等
不
思
議
で
は
あ

る
ま
い
。
道
元
禅
師
御
存
命
な
ら
ば
、
当
然
に
其
等
の
諸
巻
は
修
訂
吟

味
を
経
て
1
2
巻本
に
続
く
も
の
と
し
て
輯
録
編
成
せ
ら
れ
る
も
の
ど
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
(
2
)
豊

橋

・
全
久
院
所
蔵

の
懐
舞
自
筆
書

写
本

「
正
法
眼
蔵
第
四
十
五

十
方
」
は
6
0
巻本

の
編
集
列
次
に
順
ず

る
が
、
前
題

・
後
題
列
次
番
号
の

「第
四
十
五
」

の

『
四
」
の
字
は
明

ら
か
に
書
改
め
た
字
で
あ
る
。
7
5
巻本

「
第
五
十

五

十
方
」
の
番
号

で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
の
書
改
め
も
懐
舞
自
身
に
よ
る

(2
3
)

書
改
め
と
思
わ
れ
な
く
も
な
い
事
か
ら
し
て
、
或
は
6
0
巻
本
・
7
5
巻本

編
成
時
の
種
々
な
る
組
替
え
の
行
な
わ
れ
た
事
を
証
す
る
番
号
の
事
例

を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(
3
)
大

分
県

・
広
福
寺
所
蔵
の
道
元
禅

師
自
筆
草
稿
本

『行
持
下
』
巻
に
は
、
諸
処
に
亘

つ
て
本
文
の
修
訂
書

入
れ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
是
れ
を
6
0
巻本
の

「
第
十
六

行
持
下
」
と

7
5
巻本

の

「第
十
六

行
持
下
」
と
比
対
較
照
し

て
み
る
と
、
6
0
巻本

『
行
持
』
巻
は
修
訂
書
入
れ
の
な
い
初
稿
本
で
あ
る
の
に
対
し
、
7
5
巻

本

『行
持
』
巻
は
書
入
れ
部
分
を
完
備
し
た
修
訂
再
治
本
を
底
本
と
し

(
2
4
)

て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
現
象
は
単
に

『
行
持
』
巻
だ
け
に
と
ど

(
2
5
)

ま
る
も
の
で
な
く
、
他
の
巻

々
に
も
見
ら
れ
る
。

と
す
れ
ば
、
6
0
巻本

正
法
眼
蔵

の
本
文
は
多
く
道
元
禅
師

の
初
稿
本
を
伝
え
て
い
る
の
に
対

し
て
、
7
5
巻本
正
法
眼
蔵

の
本
文
は
多
く
修
訂
再
治
本
に
依

つ
て
編
成

(2
6
)

さ
れ
て
い
る
事
に
気
づ
か
さ
れ
る
と
共
に
、
是
処
に
於
い
て
、
60
巻
本

が

『
正
法
眼
蔵
』
編
輯

の
第

一
的
性
格
を
多
分
に
有
す
る
も
の
で
あ
る

事
を
知
ら
さ
れ
る
。
(
4
)
更

に
注
意
を
要
す
る
資
料
と
し
て
は
、
『
正

法
眼
蔵
』
最
初
の
註
解
書
で
あ
る

『
正
法
眼
蔵

抄
』
(
通称
、
御
抄
)
 を

『
正
法
眼
蔵
』
成
立

の
諸
問
題
 
(
四
)
 (
河

村
)
 

二
〇

三
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『
正
法
眼
蔵
』
成
立

の
諸
問
題
 
(
四
)
 (
河

村
)
 

二
〇
四

(
2
7
)

挙
げ
る
事

が
出
来
る
。
『御
抄
』
は
周
知
の
如
く
詮
慧
の

『
聴
書
』
を
基

に
し
て
其
嗣

・
経
豪
が
乾
元
二
年
 (
一
三
〇
三
)
 よ
り
延
慶

元
年
 
(
一
三

〇
八
・
道
元
禅
師
滅
後
五
十
六
年
)
に
亘

つ
て
註
釈
し
た
も
の
で
-
『
聴

書
』
は
弘
長
三
年
 
(
一
二
六
三
)
、
道
元
禅
師
滅
後
十

一
年
に
成
立
-

其
処
に
は

『
正
法
眼
蔵
』

の
思
想
論

・
成
立
論
等
に
関
す
る
貴
重
な
問

題
が
内
包

さ
れ
て
い
る
。
『
御
抄
』
に
就
い
て
は
そ
の
成
立
事
情

及

び

伝
承
史
、

現
泉
福
寺
所
蔵
本
の
経
豪
自
筆
の
真
偽
等

々
種

々
の
考
究
す

(
2
8
)

べ
き
重
要
な
問
題
が
存
す
る
が
、
是
等
に
就
い
て
は
検
討
中
で
あ

つ
て

発
表
の
段
階

で
は
な
い
の
で
後
日
に
譲
り
、
今

は
暫
く
従
来

の

『
御

抄
』
に
対
す
る
通
説
に
則

つ
て
問
題
点
を
指
摘
す
る
に
止
め
た
い
。
経

(
2
9
)

豪
自
筆
本

と
さ
れ
る
泉
福
寺
本

『
御
抄
』
は
、
そ
の
本
文
は
修
訂
再
治

(3
0
)

の
7
5
巻本
を
底
本
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
各
巻
の
品
目
題

下
に
は
数
箇
処
に
亘
つ
て
6
0
巻本

の
巻
目
及
び
編
輯
番
号
と
比
較
し
た

識
語
が
あ
る
。
刊
本

『御
抄
』
(鴻
盟
社
版

曹
洞
宗
全
書
版

正
法
眼
蔵

註
解
全
書
版
)
 に
は
全
く
顧
み
ら
れ
な
か
つ
た
記
事

で
あ
る
。
書
体
、

墨
色
等
は
本
文

・
紙
質
と
共
に
経
豪
自
筆
本
の
真
偽
と
相
俊

つ
て
、
60

巻
本

の
第

一
次
的
親
輯
本

(た
と
え
未
集
成
と
は
い
え
)
か
否
か
の
決

め
手
と
な
る
記
事
だ
け
に
厳
密
な
る
書
誌
学
的
検
討
を
要
す
る
。
泉
福

寺
蔵

『
御
抄
』
に
見
え
る
6
0
巻本
と
の
比
較
記
事
を
列
挙

し
て
み
よ

う
。

(
ヨ
)
「
伝
衣
第
三
十
二

異
本
主
法
娘
蔵
ニ
テ
ハ
四
十
剛
三
十
二
ハ
主
界
唯
心
ナ
ツ

ト
ア
リ
袈
裟
功
徳
ト
ア
リ
」
。

(
旦
)
「
三
界
唯
心
第
四
十

一

正
法
眼
蔵
ニ
テ
ハ
三
十
二
ナ
リ
」
。

(
ハ
)
「
遍
参
第
五

十
七

万
十
七
ハ
安
居
フ
巻
ナ

本
巻
ハ
三
十
七
ト
ナ
リ
り
」
。
尚
、
題

目
右
注
に

「
題
叶
砒
租
珂
鵜
ヲ
添
ユ
」

の

「
見
セ
消
チ
」
の
文
が
あ
る
。

(
ニ
)
「
発
菩
提
心
第
六
十
三

正
法
眼
蔵

<
ニテ
ハ>
 第三
 <
十四
>
 ナリ
」
等
の
記
事
が
そ
れ
で
あ
る
。
是
事
は

7
5
巻本

の
成
立
当
時
、
或
は
そ
れ
以
前
に
6
0
巻本
の
存
在

し
た
事
が
窺

わ
れ

る
。
尚
、
是
等
の
記
事

の
外
に

「阿
羅
漢
第
三
十

六

余
本
談
之
」
、
「洗

面
第
五
十

讃
余
本
ナ
リ
」
、
「
面
授
第
五
十

一

用
余
本
」
、
「洗
浄
第

五
十
四

余
本
読
之
」
、
「
優
曇
華
第
六
十
四

讃
正
本
」
、
「転
法
輪
第
六
十
七

讃
正

本
」
等

の
註
記
が
見
え
る
。
註
釈
に
当

つ
て
経

豪
 
(
又
は
詮
慧
)
 が

『
正
法
眼
蔵
』
7
5
巻の
各
巻

の
本
文
を

「
正
本
」
(
=
真筆
本
)
 乃
至

「
余
本
」
(
=
未再
治
本
或
は
再
治
修
訂
本

懐
弊
清
書
本
、
又
は
6
0
巻本
等

を
指
す
)
 を
併
せ
参
照
依
用
し
た
事
を
示
す
註
記

で
あ
ろ
う
。
上
掲

の

(
ヨ
)
に
就
い
て
は
、
「
三
十
二
ハ
三
界
唯
心
」
と
は
6
0
巻本
に
於
け
る

「第

三
十
二
」

の
品
目
を
示
し
、
「
異
本
正
法
眼
蔵
…
…
四
十

一
…
…
袈

裟

功
徳
」
と
は

「伝
衣
」
に
相
当
す
る
品
目
が
6
0
巻本

で
は

「袈

裟
功

徳
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
第

「
四
十

一
」
に
位
次
す
る
事
を
示
す
。

(ロ
)

は

「
三
界
唯
心
」
の
品
目
は
6
0
巻本
で
は
第

「
三
十
二
」
に
位
す
る
事
を

示
す
。

(
ハ
)
「
遍
参
」
の
巻
目
は
6
0
巻本
で
は
第

「
三
十
七
」
に
位
し
、

「
第
五
十
七
」
の
列
次
番
号
に
相
当
す
る
巻
目
は
6
0
巻本
で
は

「
安
居

ノ
巻
」
で
あ
る
事
を
示
す
。
尚
、

こ
の
註
記
に
更
に
註
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る

「
三
十
七
ト
可
書
、
是

二
春
秋
ノ
巻
ヲ
添

ユ
」

の
記
事
は
、
60

巻
本
に
於
い
て

「遍
参
」
は

「
三
十
七
」
で
あ
る
所
か
ら
其
事
を
書
記

す
べ
き
事
を
示
し
、
そ
の
第
三
十
七
が
7
5
巻本
に
於
い
て
は

「春
秋
ノ

(3
1
)

巻
」
に
当
る
事
を
註
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
ニ
)
は
「
発
菩
提
心
」

の

-711-



巻
目
は
6
0
巻本
で
は

「
第
三
十
四
」
に
当
る
事

の
註
記
で
あ
る
。

い
ず

れ
に
し

て
も
、
右
の
諸
註
の
示
す
処
は
6
0
巻本
と
の
対
照
及
び
そ
の
未

体
系
的
編

成
の
消
息
を
物
語

つ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
(
5
)
 
7
5
巻本

と
の
比
較

に
於
い
て
、
両
本
共
通
の
巻
目
は
五
十
巻
で
、
此

の
中
、
編

集
番
号
を

同
じ
く
す
る
も
の
は
6
0
巻本
中

三
十

二
種

に
上
る
。
是
事

は
、
7
5
巻本
編
成
に
当
り
6
0
巻本
が
そ
の
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ

た
事
を
物
語

つ
て
い
る
。
(
6
)
『
現
成
公
案
』
巻
は
7
5
巻本

で
は
奥

書
に

「建
長
壬
子
拾
勒
」
の
識
語

が
存
す
る
が
、
6
0
巻本

『
現
成

公

案
』
巻
に

は
こ
の
識
語
は
な
い
。
是
は
明
ら
か
に
7
5
巻本
編
成
の
時
に

(3
2
)

改
め
て

「
拾
勒
」
編
入
さ
れ
た
事
を
示
す
記
事
と
言
え
る
。
(
7
)
 
6
0

巻
本
中
、

7
5
巻本
に
無
い
全
く
別
種
の

『
正
法
眼
蔵
』
は

「
三
時
業

・

法
華
転
法
華

・
菩
提
薩
唾
四
摂
法

・
四
馬

・
発
菩
提
心

・
袈
裟
功
徳

・

出
家
功
徳

・
供
養
諸
仏

・
帰
依
三
宝
」

の
九
巻
で
あ
る
が
、
是
等
の
諸

巻
は
漸
が

て
新
草
1
2
巻本
と
し
て
改
め
て
体
系
編
成
化
さ
れ
て
い
つ
た

も
の
で
、

6
0
巻本
と
の
深
い
関
係
を
示
し
て
い
る
。
-
以

上
、
是
等

の
所
論
は
、
6
0
巻
・
7
5
巻
・
1
2
巻
本
の
思
想
内
容

の
究
明
と
相
侯

つ

て
、
成
立
史
的

・
書
誌
学
的
研
究
の
援
用
に
於
い
て
充
分
に
検
討
さ
れ

ね
ば
な
ら

な
い
。
が
、
そ
れ
は
後
日
に
譲
り
、
今
は
暫
く
外
面
的
資
料

を
其
記
事

の
表
意
す
る
所
に
従
つ
て
、
6
0
巻本

の
存
在
及
び
そ
の
位
置

を
概
観
す
る
に
止
め
る
。
-
註

記
省
略
-
(
未

完
)

『
正
法
眼
蔵
』
成
立

の
諸
問
題
 
(
四
)
 (河

村
)
 

二
〇
五
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